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上
毛
の
俳
諧
宗
匠
・
矢
口
一
彡
を
め
ぐ
る
人
々

　
　

―
春
秋
庵
一
門
と
和
算
家

―

金　

田　

房　

子

 

要
旨  　

矢
口
一
彡
（
一
七
八
七
〜
一
八
七
三
）
は
、
群
馬
県
高
崎
市
の
八
幡
八
幡
宮
の
神
職
を
務
め
る
一
方
で
、
俳
諧
宗
匠
・
寺

子
屋
宗
匠
と
し
て
、
地
域
の
啓
蒙
活
動
に
尽
力
し
た
。
一
彡
は
、
と
く
に
俳
諧
に
熱
心
で
、
は
じ
め
地
元
高
崎
を
中
心
と
す
る
平

花
庵
の
人
々
と
交
流
し
、
の
ち
天
保
の
三
大
家
の
一
人
で
あ
る
鳳
朗
に
熱
心
に
学
ぶ
。
晩
年
は
自
ら
も
俳
諧
宗
匠
と
し
て
近
隣
の

人
々
の
指
導
に
あ
た
っ
た
。 

 　

一
彡
の
文
化
活
動
は
、「
矢
口
丹
波
記
念
文
庫
」
と
し
て
子
孫
の
宅
に
ま
と
ま
っ
て
保
存
さ
れ
て
い
る
。
筆
者
は
こ
れ
ら
の
資
料

か
ら
、
か
つ
て
一
彡
の
生
涯
を
「
矢
口
一
彡
年
譜
稿
―
上
毛
八
幡
矢
口
家
蔵
書
か
ら
―
」（『
国
文
学
研
究
資
料
館
紀
要
』
39　

平

成
25
年
3
月
）
と
し
て
時
系
列
に
ま
と
め
た
。
こ
う
し
た
文
化
的
な
活
動
の
中
で
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
人
々
と
交
流
し
た
の

か
に
つ
い
て
は
、
同
文
庫
に
保
存
さ
れ
て
い
る
短
冊
類
や
書
簡
、
月
並
俳
諧
の
募
句
広
告
と
い
っ
た
一
枚
物
の
資
料
を
参
考
と
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
ら
に
記
さ
れ
る
人
物
を
調
べ
る
こ
と
で
、
一
彡
の
活
動
の
具
体
像
を
明
ら
か
に
し
て
ゆ
く
。 

 　

所
蔵
さ
れ
る
短
冊
は
お
よ
そ
百
枚
、各
々
の
作
者
を
調
べ
、伝
記
の
わ
か
る
二
十
名
に
つ
い
て
、個
々
に
紹
介
す
る
。
こ
れ
に
よ
っ

て
見
え
て
く
る
の
は
、主
と
し
て
白
雄
―
碩
布
―
逸
淵
―
西
馬
と
つ
な
が
る
春
秋
庵
系
の
俳
諧
グ
ル
ー
プ
に
つ
な
が
り
の
あ
る
人
々

と
の
交
流
で
あ
る
。
ま
た
、
月
並
俳
諧
の
募
句
広
告
か
ら
も
、
一
彡
が
晩
年
に
逸
淵
門
の
点
取
俳
諧
に
参
加
し
て
い
た
こ
と
を
知

る
こ
と
が
で
き
る
。 

 　

一
方
で
、
書
簡
に
は
、
和
算
家
と
の
関
わ
り
を
示
す
も
の
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
紹
介
状
と
し
て
書
か
れ
た
も
の
で
、
一
彡
が
務
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め
た
神
社
に
算
額
も
残
る
上
州
の
和
算
家
岩
井
重
遠
か
ら
、
江
戸
の
和
算
家
馬
場
正
統
に
宛
て
た
も
の
で
あ
る
。
馬
場
正
統
は
錦

江
と
号
し
、
俳
諧
宗
匠
と
し
て
も
著
名
で
あ
っ
た
。 

 　

江
戸
時
代
末
期
の
北
関
東
に
お
け
る
村
の
文
化
活
動
を
明
ら
か
に
す
る
手
が
か
り
と
し
て
地
方
俳
諧
宗
匠
の
活
動
に
注
目
し
研

究
を
進
め
る
な
か
で
、
本
稿
で
は
残
さ
れ
た
資
料
か
ら
浮
か
び
上
が
る
交
友
関
係
に
焦
点
を
あ
て
た
。 

 
キ
ー
ワ
ー
ド
：
俳
諧
、
上
州
、
和
算
家 

 

は
じ
め
に 

 　

矢
口
一
彡
（
一
七
八
七
〜
一
八
七
三
）、
名
は
以
真
、
別
号
生
々
居
・
生
々
庵
な
ど
。
代
々
上
州
八や
わ
た幡
八は
ち
ま
ん幡
宮
の
二
ノ
禰
宜
を
勤
め
、

丹
波
正
（
守
）
を
称
し
た
。
一
彡
の
読
み
は
、た
だ
一
カ
所
自
身
の
書
留
に
「
一
杉
」
と
記
し
た
も
の
が
あ
り（

1
）、「
い
っ
さ
ん
」
で
あ
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
。
一
ノ
禰
宜
が
元
禄
に
追
放
さ
れ
て
以
来
不
在
で
、
長
く
別
当
の
神
徳
寺
に
握
ら
れ
て
い
た
実
権
を
取
り
戻
す
た
め

に
、吉
田
家
か
ら
神
主
の
資
格
を
取
得
、三
ノ
禰
宜
の
富
加
津
家
と
と
も
に
実
力
行
使
に
出
て
神
官
の
地
位
の
復
権
に
務
め
た
。
ま
た
、

俳
諧
宗
匠
・
寺
子
屋
宗
匠
と
し
て
、
地
域
の
啓
蒙
活
動
に
尽
力
し
、「
八
幡
の
黄
門
」「
丹
波
さ
ま
」
と
慕
わ
れ
た
と
い
う
。 

 　

そ
の
文
化
的
活
動
は
、
現
在
「
矢
口
丹
波
記
念
文
庫
」
と
し
て
群
馬
県
高
崎
市
の
矢
口
家
に
保
管
さ
れ
る
約
二
千
点
の
資
料
と
し
て

残
さ
れ
て
い
る
。
蔵
書
は
主
に
一
彡
と
そ
の
父
の
正
喜
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
、
写
本
が
中
心
で
あ
る
。
そ
の
写
本
に
書
写
者
や
年
月
日

（
場
合
に
よ
っ
て
は
開
始
の
時
刻
と
終
了
の
時
刻
ま
で
）
几
帳
面
に
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
形
成
の
過
程
を
具
体
的
に
追
う
こ
と

が
可
能
で
あ
る
点
で
非
常
に
興
味
深
い
。
ま
た
、
主
に
一
彡
に
関
わ
る
俳
諧
点
帖
や
、
師
の
鳳
朗
か
ら
添
削
を
受
け
た
句
稿
、
さ
ら
に

一
彡
が
地
域
の
門
人
に
添
削
を
施
し
た
句
稿
な
ど
か
ら
、
俳
諧
に
よ
る
在
村
の
文
化
活
動
の
一
端
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 　

筆
者
は
、か
つ
て
写
本
の
書
き
入
れ
や
句
稿
な
ど
か
ら
一
彡
の
生
涯
を
「
矢
口
一
彡
年
譜
稿
―
上
毛
八
幡
矢
口
家
蔵
書
か
ら
―
」（『
国
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文
学
研
究
資
料
館
紀
要
』
三
九　

平
成
二
五
年
三
月
）
と
し
て
時
系
列
に
ま
と
め
た
。
一
彡
は
、例
え
ば
一
茶
な
ど
の
よ
う
な
業
俳
（
職

業
俳
諧
師
）
と
は
異
な
り
、
俳
諧
宗
匠
で
生
計
を
た
て
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
一
彡
に
限
ら
ず
こ
う
し
た
地
方
俳
諧
宗
匠
は
、
俳
諧

好
き
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
尊
敬
さ
れ
、
言
わ
ば
名
誉
職
と
し
て
宗
匠
と
な
り
、
そ
の
地
域
の
文
化
の
中
心
的
な
担
い
手
で
あ
っ
た
。

文
化
活
動
の
実
態
を
具
体
的
に
追
っ
て
ゆ
く
こ
と
が
次
の
課
題
と
な
る
が
、
ま
ず
は
本
稿
に
お
い
て
一
彡
が
俳
諧
を
通
じ
て
ど
の
よ
う

な
人
々
と
交
流
し
た
の
か
を
概
観
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
な
お
、
一
彡
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
鳳
朗
に
つ
い
て
は
、
別
に
調
査
を
進

め
、
鳳
朗
自
身
を
主
人
公
と
し
た
報
告
を
ま
と
め
る
予
定
で
あ
る
。 

 

一　

高
崎
及
び
八
幡
の
人
々 

 　

前
掲
の
拙
稿
に
お
い
て
、
一
彡
の
生
涯
を
お
お
ま
か
に
三
期
に
分
け
て
概
観
し
た
。
一
彡
と
名
乗
る
以
前
、
涼
風
の
号
で
点
取
俳
諧

に
遊
ん
だ
第
一
期
（
文
政
九
年
〈
一
八
二
六
〉
四
十
歳
ま
で
）。
鳳
朗
（
鶯
笠
）
に
出
会
っ
て
親
炙
し
、
八
幡
八
幡
宮
に
芭
蕉
句
碑
を

建
立
す
る
に
至
る
第
二
期
。
こ
の
と
き
芭
蕉
に
「
花
本
大
明
神
」
の
神
号
を
贈
る
こ
と
に
成
功
し
二
条
家
か
ら
「
花
本
宗
匠
」
の
地
位

を
得
た
鳳
朗
に
従
っ
て
二
条
家
御
殿
に
お
け
る
俳
諧
連
歌
に
連
な
っ
た
こ
と
は
、
大
き
な
誇
り
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
そ
し
て
第
三

期
は
、
鳳
朗
が
没
し
た
弘
化
二
年
（
一
八
四
五
・
五
十
九
歳
）
か
ら
明
治
六
年
（
一
八
七
三
）
に
八
十
七
歳
で
没
す
る
ま
で
で
、
地
域

の
俳
諧
宗
匠
と
し
て
、
専
ら
地
域
の
文
化
活
動
に
関
わ
っ
た
時
期
で
あ
る
。 

 　

本
節
で
は
、
第
一
期
の
点
取
誹
諧
に
遊
ん
だ
時
期
の
一
彡
の
交
友
に
目
を
向
け
て
ゆ
く
こ
と
に
し
た
い
。
そ
れ
は
、
高
崎
や
八
幡
な

ど
地
元
の
人
々
と
の
交
流
か
ら
は
じ
ま
っ
た
。 

 　

一
彡
が
生
ま
れ
る
以
前
の
こ
と
で
あ
る
が
、『
矢
口
丹
波
正
日
記
』（
高
崎
市
指
定
重
要
文
化
財　

五
二
冊
）
天
明
三
年
（
一
七
八
三
）

四
月
七
日
に
、 

 　

高
崎
九
蔵
貸
屋
雨
什
祝
言
有
り
。
町
者
入
乱
れ
て
家
つ
ぶ
す
。
呼
れ
た
る
者
四
人
手
鎖
と
云
。 
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と
い
う
記
述
が
あ
る
。
雨
什
の
家
の
祝
い
事
で
呼
ば
れ
た
人
々
が
浮
か
れ
て
さ
わ
ぎ
、
借
家
を
つ
ぶ
し
て
処
罰
さ
れ
た
と
い
う
ユ
ー
モ

ラ
ス
な
事
件
が
記
さ
れ
て
い
る
。
同
じ
月
の
二
十
日
に
は
、「
高
崎
一
紅
ヨ
リ
巻
来
ル
」と
記
さ
れ
て
い
て
、女
流
俳
人
と
し
て
名
高
か
っ

た
高
崎
の
羽
鳥
一
紅
と
、
一
彡
の
父
正
喜
と
に
俳
諧
の
交
流
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 　

高
崎
の
雨
什
と
は
、
生
方
雨
什
（
一
七
四
〇
〜
一
八
一
三
）
の
こ
と
で
、
鳥
酔
に
学
び
、
そ
の
弟
子
烏
明
か
ら
松
露
庵
を
譲
ら
れ
て

四
世
と
な
る
と
と
も
に
自
ら
平
花
庵
を
興
し
た
。
平
花
庵
二
世
は
高
崎
神
宮
の
神
官
で
あ
っ
た
高
井
東
水
が
継
ぎ
、
そ
の
子
心
足
が
三

世
と
な
る
。
矢
口
家
に
は
、
雨
什
追
善
『
俳
諧
ゆ
き
の
笠
』﹇
１
４
８
２（

2
）﹈（
東
水
編
・
文
化
十
一
年
〈
一
八
一
四
〉
刊
）、
東
水
追

善
『
榊
皿
集
』﹇
１
７
﹈（
逸
淵
編
・
弘
化
三
年
〈
一
八
四
六
〉
刊
）
が
と
も
に
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
前
者
に
は
「
八
幡　

涼
風
」
の
句

が
、
後
者
に
は
一
彡
の
発
句
と
付
句
が
入
集
す
る
。
他
に
雨
什
の
名
が
見
え
る
寛
政
の
頃
の
『〔
平
花
庵
月
並
句
合
評
〕』﹇
１
１
﹈
の

所
蔵
も
あ
る
。
ま
た
、「
涼
風
兄
」
に
宛
て
た
発
句
の
詠
草
が
書
物
に
は
さ
ま
れ
て
あ
っ
た
が
、作
者
無
量
（
松
月
亭
）
は
高
崎
の
人
で
、

『〔
平
花
庵
月
次
句
合
評
〕』
な
ど
に
名
前
が
見
え
、
平
花
庵
門
人
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
平
花
庵
と
の
関
わ
り
を
示
す
資
料

は
多
い
。 

 　

一
彡
（
涼
風
）
の
俳
諧
は
、
父
に
従
っ
て
高
崎
の
人
々
と
の
関
わ
り
か
ら
は
じ
ま
っ
た
と
み
て
よ
か
ろ
う
。 

 　

点
取
誹
諧
に
お
い
て
、
特
に
親
し
い
交
流
が
資
料
か
ら
う
か
が
わ
れ
る
の
が
、
堀
越
可
興
で
あ
る
。
享
和
二
年
（
一
八
〇
二
）
に
可

興
が
庵
号
と
点
印
を
許
さ
れ
た
時
の
記
念
集
『
誹
諧
千
年
調
』﹇
７
２
９
﹈
が
矢
口
家
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
以
外
に
も
、
松
声

庵
可
興
点
の
『
天
満
宮
額
面
句
合
』﹇
５
７
﹈、
松
声
庵
点
『〔
点
取
発
句
集
〕』﹇
５
８
﹈
な
ど
可
興
が
点
者
を
つ
と
め
た
も
の
、
ま
た
、

可
興
と
涼
風
と
が
と
も
に
点
を
競
っ
た
『
時
雨
会
五
十
韻
（
応
居
点
）』﹇
７
３
﹈、『〔
点
取
発
句
〕』﹇
７
５
﹈
も
あ
り
、
両
者
が
点
取

に
興
じ
た
様
が
う
か
が
わ
れ
る
。
ま
た
、『
月
次
句
合
』﹇
１
４
８
４
﹈
に
は
、「
上
毛
八
幡　

可
興
」
の
所
書
き
が
あ
っ
て
、
一
時
期
、

同
じ
八
幡
の
住
人
で
あ
っ
た
こ
と
も
確
認
で
き
る
。 

 　

可
興
に
つ
い
て
は
、
清
水
蓼
人
監
修
『
上
州
の
俳
諧
』（
あ
か
ぎ
出
版　

平
成
四
年
一
月
）
に
、 
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（
一
七
五
八
〜
一
八
二
三
）
榛
名
の
人
。
本
名
山
田
庄
司
。
俳
諧
は
松
露
庵
烏
明
に
学
び
、
逆
境
の
中
風
雅
に
生
き
た
。 

 
と
記
さ
れ
て
い
る
が（

3
）、「
榛
名
の
人
」
と
い
う
の
は
何
に
拠
っ
た
も
の
か
不
明
で
あ
る
。
伝
の
記
述
は
樫
村
霞
道
著
『
上
毛
古
俳
家

全
集
』（
上
毛
古
俳
人
研
究
会　

昭
和
二
五
年
十
月
）
が
最
も
詳
し
い
の
で
、
一
部
省
略
し
つ
つ
次
に
引
用
す
る
。 

 　

可
興
は
里
見
村
の
生
れ
で
あ
る
。
本
姓
山
田
、
名
は
庄
司
、
同
郡
（
碓
氷
郡
）
八
幡
村
堀
越
源
左
衛
門
の
女
婿
と
な
り
分
家
し

た
の
で
あ
る
。
彼
れ
幼
少
に
し
て
学
を
好
み
、
俳
諧
を
嗜
み
、
師
に
松
露
庵
烏
明
を
求
め
た
。
彼
れ
が
堀
越
の
家
名
を
う
け
て
よ

り
幾
ば
く
も
な
く
火
災
に
罹
り
家
運
次
第
に
傾
く
の
頃
、
養
父
母
は
没
し
、
続
い
て
義
兄
円
助
も
世
を
去
っ
た
。
喪
に
沈
み
零
落

に
悶
え
る
彼
れ
は
風
雅
に
救
は
れ
た
の
で
あ
る
。（
中
略
）烏
明
の
別
号
松
声
庵
を
譲
り
う
け
て
判
者
の
列
に
加
は
っ
た
の
で
あ
る
。

（
中
略　

Ａ
）中
官
岡
部
某
は
彼
れ
の
寒
渇
を
あ
は
れ
み
、先
父
の
功
を
偲
ぶ
の
余
り
邸
内（
江
戸
）に
来
た
り
住
む
を
許
さ
れ
た
。

（
中
略
）
其
ま
ゝ
邸
に
仕
へ
る
こ
と
二
十
余
年
、
今
は
六
十
五
歳
と
云
ふ
齢
を
迎
へ
て
は
眼
も
暗
み
耳
も
遠
く
な
っ
て
不
便
こ
の

上
な
く
暇
を
乞
ふ
て
郷
に
帰
り
そ
の
年
、
文
政
六
年
癸
未
十
一
月
三
日
を
も
っ
て
没
し
た
。（
以
下
略
）〈（　
）
内
は
筆
者
〉 

 

し
の
木
弘
明
著
『
上
毛
文
雅
人
名
録
』（
私
家
版　

平
成
十
三
年
八
月
）
は
、
ほ
ぼ
こ
れ
を
短
く
ま
と
め
た
内
容
で
、
生
地
を
下
里
見

と
す
る
こ
と
が
や
や
詳
し
い
。 

 　

こ
の
伝
記
の
、
江
戸
に
出
て
二
十
年
余
り
を
過
ご
し
た
と
い
う
記
述
が
正
し
い
と
す
れ
ば
、
可
興
は
松
声
庵
を
継
い
だ
享
和
二
年

（
一
八
〇
二
）、
時
を
置
か
ず
江
戸
に
出
た
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
右
の
省
略
し
た
Ａ
の
部
分
に
、『
千
年
調
』
の
刊
行
か
ら
赤
貧
の

三
年
間
を
送
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
年
次
の
記
載
に
は
矛
盾
が
見
ら
れ
る
。
少
な
く
と
も
一
彡
が
二
十
歳
を
過
ぎ
る
文
化
初
年

く
ら
い
ま
で
は
八
幡
に
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

 　
『
矢
口
丹
波
正
日
記
』
文
政
六
年
十
一
月
四
日
の
項
に
は
「
可
興
死
去
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
前
日
に
没
し
た
可
興
の
死
の
報
が
、

こ
の
日
も
た
ら
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
日
記
に
は
事
件
に
関
わ
る
も
の
や
近
隣
の
人
々
の
死
亡
の
記
録
は
綿
密
で
あ
る
が
、
俳
人
に
つ

い
て
の
記
録
は
ほ
と
ん
ど
記
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
た
だ
一
言
の
記
載
な
が
ら
、
一
彡
に
と
っ
て
の
可
興
の
存
在
の
重
さ
が
感
じ
ら
れ
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る
の
で
あ
る
。 

 　

二
十
を
過
ぎ
る
と
一
彡
は
『
神
代
講
義
』﹇
１
２
９
７
﹈
を
書
写
す
る
な
ど
神
主
の
勉
強
に
努
め
、
三
十
代
前
半
は
神
主
号
の
取
得

と
神
徳
寺
と
の
権
益
を
め
ぐ
っ
た
対
立
に
日
を
送
る
。
こ
の
間
点
取
俳
諧
に
遊
ぶ
心
の
余
裕
は
無
か
っ
た
か
に
み
え
る
。
し
か
し
、

三
十
四
歳
、
父
の
死
に
際
し
、
跡
目
願
い
の
為
上
京
し
た
時
の
『
道
中
日
記
帳
』﹇
文
書
１
３
５
﹈
は
発
句
三
章
か
ら
は
じ
ま
り
、
他

に
も
発
句
や
和
歌
が
書
き
留
め
ら
れ
て
い
る
。
遊
び
に
と
ど
ま
ら
ぬ
表
現
と
し
て
の
俳
諧
へ
の
渇
望
を
持
ち
、
神
職
と
し
て
寺
社
と
抗

争
す
る
中
で
は
心
の
慰
め
に
も
し
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
う
し
た
中
、
三
十
九
歳
で
出
会
っ
た
の
が
、
俳
諧
と
禅
の
境
地

を
結
び
つ
け
て
論
じ
る
鴬
笠
（
鳳
朗
）
で
あ
っ
た
。 

 　
『
矢
口
丹
波
正
日
記
』
文
政
九
年
の
記
載
に
、 

 　
　

十
一
月
十
八
日　

鴬
笠
先
生
来
泊 

 　
　
　

同　

廿
三
日　

鴬
笠
先
生
、
高
サ
キ
迄
帰
る 

 

と
あ
る
。
お
そ
ら
く
こ
れ
が
初
め
て
の
出
会
い
で
あ
っ
た
ろ
う
。
六
日
間
ゆ
っ
た
り
と
滞
在
し
た
鴬
笠
に
一
彡
は
心
酔
し
、
こ
の
後
熱

く
指
導
を
求
め
て
ゆ
く
こ
と
に
な
る
。 

 

二　

春
秋
庵
系
の
人
々 

 　

雨
什
が
「
松
露
庵
」
四
世
を
継
ぎ
、
可
興
が
「
松
声
庵
」
の
号
を
譲
ら
れ
た
烏
明
（
一
七
二
六
〜
一
八
〇
一
）
は
、
鳥
酔
門
。
宝
暦

十
三
年
（
一
七
六
五
）
に
師
か
ら
松
露
庵
を
継
承
し
て
三
世
と
な
る
。
烏
明
の
松
露
庵
は
日
本
橋
浮
世
小
路
に
あ
っ
た
。
安
永
九
年

（
一
七
八
〇
）
日
本
橋
鉄
砲
町
に
春
秋
庵
を
興
し
た
白
雄
（
一
七
三
八
〜
一
七
九
一
）
は
そ
の
弟
子
で
あ
っ
た
が
、
不
仲
と
な
っ
て
袂

を
分
か
ち
、
天
明
三
、四
年
に
は
、
烏
明
と
対
立
す
る
形
で
、
も
と
も
と
松
露
庵
俳
諧
の
盛
ん
な
高
崎
な
ど
上
毛
地
域
を
自
己
の
勢
力

範
囲
に
取
り
込
ん
で
ゆ
く
。
雨
什
も
ま
た
天
明
四
年
（
一
七
八
四
）『
春
秋
稿
四
編
』
に
名
前
が
見
え
、
白
雄
と
関
わ
り
を
持
つ
よ
う
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に
な
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
が
、
烏
明
か
ら
離
れ
た
わ
け
で
は
な
い（

4
）。 

 　

一
方
、
一
茶
に
つ
い
て
は
、
鳳
朗
と
の
交
友
が
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
高
崎
近
辺
の
人
々
と
の
関
わ
り
は
全
く
見
ら
れ
な
い
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
前
引
『
上
州
の
俳
諧
』
に
、 

 　
『
寛
政
三
年
紀
行
』
の
旅
以
後
、故
郷
へ
落
ち
つ
く
ま
で
の
二
十
年
余
の
間
に
、上
州
の
地
を
十
三
往
復
、都
合
二
十
六
回
も
通
っ

て
い
る
。
し
か
し
、
上
州
の
俳
人
た
ち
は
故
意
に
一
茶
を
避
け
た
も
の
か
、
一
茶
の
通
行
に
は
全
く
関
心
を
示
さ
な
か
っ
た
。 

 

と
、
述
べ
て
い
る
通
り
で
あ
る
。
矢
羽
勝
幸
『
信
濃
の
一
茶
』 (

中
公
新
書)

に
よ
れ
ば
、
一
茶
は
文
化
八
年
（
一
八
一
一
）
頃
に
は
俳

諧
師
番
付
の
上
位
に
名
を
連
ね
、
そ
れ
ま
で
も
徐
々
に
知
名
度
を
あ
げ
て
い
た
。
俳
壇
関
係
上
の
遠
慮
が
あ
っ
た
の
か
、
独
特
の
一
茶

調
が
受
け
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
か
。
と
も
あ
れ
、
一
茶
の
心
も
ひ
た
す
ら
故
郷
信
州
へ
向
い
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。 

 　

こ
う
し
た
中
で
、
一
彡
は
ど
の
よ
う
な
人
々
と
交
遊
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
矢
口
家
所
蔵
の
資
料
か
ら
追
っ
て
ゆ
く
こ
と
に
し
た
い
。 

 【
短
冊
】 

 　

矢
口
家
に
は
、
約
百
枚
の
短
冊
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
短
冊
蒐
集
を
趣
味
と
し
て
所
蔵
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
俳
諧
を

介
し
た
つ
な
が
り
の
中
で
自
然
と
同
家
に
残
さ
れ
た
交
遊
の
記
録
で
あ
る
。 

 　

鳳
朗
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
一
彡
ら
矢
口
家
の
人
の
も
の
も
含
ま
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
別
稿
で
ふ
れ
る
こ
と
に
し
、

そ
れ
以
外
の
短
冊
か
ら
、
伝
記
の
わ
か
る
も
の
を
紹
介
す
る
こ
と
に
し
た
い
。 

 　

畢
竟
は
わ
れ
を
み
が
く
や
魂た
ま
ま
つ
り奠　

　
　
　
　
　
　

界
香 

 

矢
口
家
に
所
蔵
の
短
冊
で
最
も
古
い
部
類
の
も
の
で
あ
る
。
福
田
界
香
（
一
七
四
二
〜
一
八
一
四
）
は
国
府
村
（
高
崎
市
）
の
人
。
白

雄
門
の
金
井
袋
路
（
大
蕗
）
に
学
ぶ
。
金
井
大
蕗
が
願
主
の
天
明
三
年
（
一
七
八
三
）『
吾
妻
社
奉
納
』﹇
６
３
﹈
が
矢
口
家
に
所
蔵
さ
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れ
て
い
る
。
こ
れ
に
雨
什
も
入
集
し
て
い
る
が
、
界
香
も
ま
た
雨
什
ら
と
親
交
が
あ
っ
た
と
い
う
。 

 　

冷
じ
や
恋
わ
び
あ
る
く
夜
の
猫　
　
　
　
　
　
　

虎
杖 

　

 
語
る
べ
き
隣
は
寝
た
り
梅
の
月　
　
　
　
　
　
　

虎
杖 

 　

尋
て
も
き
く
鴬
の
来
鳴
か
な　
　
　
　
　
　
　
　

天
姥 

　

 

結み
の
む
し

草
虫
は
声
の
し
ほ
り
を
う
ご
く
也　
　
　
　
　

天
姥 

　

 

も
の
し
り
の
腹
は
し
ら
ね
ど
そ
ら
の
月　
　
　
　

八
朗 

 

宮
本
虎
杖
（
一
七
四
一
〜
一
八
二
二
）
は
信
州
戸
倉
の
人
。
白
雄
か
ら
虎
杖
庵
を
認
め
ら
れ
た
の
は
天
明
四
年
（
一
七
八
四
）、
以
後

白
雄
門
の
最
古
参
と
し
て
重
き
を
な
し
た
。
天
姥
は
虎
杖
の
別
号
。
裏
書
き
に
七
十
一
翁
と
記
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
文
化
八
年

（
一
八
一
一
）
の
揮
毫
で
あ
る
。
矢
口
家
に
は
虎
杖
の
書
簡
も
あ
り
、
交
流
が
深
か
っ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
八
朗
（
一
七
九
三
〜

一
八
四
〇
）
は
虎
杖
の
長
男
で
舟
山
と
も
号
し
、
虎
杖
に
学
ん
だ
の
ち
に
白
雄
の
内
弟
子
と
な
っ
た
倉
田
葛
三
に
師
事
し
た
。 

　

 

水
無
月
や
露
に
息
す
る
裸
む
し　
　
　
　
　
　
　

冥
々 

 

塩
田
冥
々
（
一
七
四
一
〜
一
八
二
四
）
は
陸
奥
国
本
宮
（
福
島
県
）
の
養
蚕
業
。
天
明
五
年
（
一
七
八
五
）
刊
『
春
秋
稿
五
編
』
に
名

が
見
え
、
こ
の
頃
白
雄
に
入
門
し
た
。 

　

 

歯
朶
葱ね
ぶ
かそ
よ
ぐ
ば
か
り
に
清
水
哉　
　
　
　
　
　

坐
来 

里
見
坐
来
は
上
毛
の
人
で
烏
明
門
。 

生
没
年
未
詳
。
文
政
（
一
八
一
八
〜
三
〇
）
頃
没
か
。
江
戸
で
寄
食
生
活
を
し
た
後
、
松
露
庵
五

世
を
継
ぐ
。
晩
年
は
常
陸
国
延
方
に
移
住
し
た
。 
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槇
た
つ
や
月
を
吹
け
す
き
そ
あ
ら
し　
　
　
　
　

鷺
白 

 
黒
岩
鷺
白
（
一
七
四
六
〜
一
八
二
四
）
は
上
州
草
津
温
泉
の
人
。
高
桑
闌
更
に
入
門
す
る
一
方
で
白
雄
と
交
遊
。
白
雄
の
一
派
と
も
親

し
く
交
わ
る
と
と
も
に
、
一
茶
と
も
交
遊
が
あ
っ
た
。 

　

 

月
と
花
一
度
に
山
家
見
せ
ぬ
い
て　
　
　
　
　
　

碩
布 

 

川
村
碩
布
（
一
七
五
〇
〜
一
八
四
三
）
は
武
蔵
国
馬
場
村
（
埼
玉
県
毛
呂
山
町
）
の
名
主
の
家
に
生
ま
れ
る
。
白
雄
門
で
、
葛
三
の
あ

と
を
受
け
て
文
政
元
年
（
一
八
一
八
）
頃
春
秋
庵
を
継
承
し
、
三
世
を
称
し
た
（
正
し
く
は
五
世
）。
一
彡
と
の
両
吟
が
矢
口
家
に
残

る
都
岐
雄
は
、
各
地
を
行
脚
し
た
後
、
天
保
初
年
（
一
八
三
〇
）
頃
か
ら
碩
布
の
執
筆
を
務
め
た
人
で
あ
る
。 

　

 

薄
雪
や
先
行
道
の
際
が
た
つ　
　
　
　
　
　
　
　

其
堂 

 

生
没
年
未
詳
。
通
称
、
松
阪
屋
治
良
三
良
、
江
戸
博
労
町
に
住
ん
だ
。
白
雄
門
。
別
号
、
帰
童
。
其
堂
に
改
め
た
の
は
葛
三
の
あ
と
を

受
け
て
春
秋
庵
を
継
い
だ
寛
政
十
年
（
一
七
九
八
）〔『
俳
人
加
舎
白
雄
伝
』（
後
出
）
に
よ
る
〕
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
こ
れ
以
降
の
揮
毫
。

な
お
文
化
八
年
（
一
八
一
一
）
頃
、
其
堂
は
春
秋
庵
三
世
の
座
を
放
棄
し
、
葛
三
が
再
任
し
た
。 

　

 

皐さ
み
だ
れ

月
雨
や
竹
を
宝
の
か
く
れ
里　
　
　
　
　
　
　

蕉
雨 

 　

苔
む
し
て
ど
れ
も
時
代
の
山
桜　
　
　
　
　
　
　

蕉
雨 

 

桜
井
蕉
雨
（
一
七
七
五
〜
一
八
二
九
）
は
信
州
飯
田
の
豪
商
。
俳
諧
に
熱
中
す
る
余
り
家
産
を
傾
け
、
文
化
十
一
年
（
一
八
一
四
）
江

戸
に
出
て
御
家
人
と
な
っ
た
。
士
朗
門
。
鴬
笠
編
『
お
ぼ
ろ
物
が
た
り
』（
文
政
三
年
〈
一
八
二
〇
〉
刊
）
に
入
集
す
る
な
ど
、
鳳
朗

と
の
交
流
が
あ
っ
た
よ
う
で
、
そ
の
縁
で
一
彡
と
も
交
流
の
機
会
が
あ
っ
た
か
。
諸
家
の
絵
や
発
句
・
漢
詩
を
集
め
た
揮
毫
帖
『
書
画
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帖
』（
文
政
九
年
鴬
笠
序
﹇
８
２
６
﹈）
に
も
名
が
み
え
る
。 

　
 

軒
嬬
の
松
も
か
げ
も
つ
後
の
月　
　
　
　
　
　
　

阿
兮 

 

桜
井
阿
兮
（
一
七
七
一
〜
一
八
四
四
）
は
下
仁
田
の
人
。
は
じ
め
闌
更
に
、
の
ち
白
雄
門
の
大
家
・
道
彦
に
学
ん
だ
。 

　

 

暁
の
山
靄
も
た
よ
り
ぞ
ほ
と
ゝ
ぎ
す　
　
　
　
　

指
鳳 

　

 

鴬
や
田
お
こ
す
人
の
た
ま
に
行　
　
　
　
　
　
　

指
鳳 

 

茂
木
指
鳳
（
一
七
七
三
〜
一
八
四
五
）
は
吾
妻
郡
植
栗
村
（
群
馬
県
）
の
人
。
名
は
善
苗
。
勝
手
役
に
勤
務
し
た
。 

　

 

よ
し
野
に
て
花
気
ち
が
ひ
の
直
し（
り
）鳬　

　
　
　
　

可
布 

　

 

凍
り
に
て
い
は
ほ
に
な
る
や
さ
ゞ
れ
石　
　
　
　

可
布 

　

 

元
朝
や
あ
り

く
見
ゆ
る
人
の
息　
　
　
　
　
　

逸
淵 

 

久
米
逸
淵
（
一
七
九
〇
〜
一
八
六
一
）、
可
布
は
そ
の
前
号
で
あ
る
。
碩
布
門
。
武
蔵
国
八
幡
山
（
埼
玉
県
本
庄
市
）
の
人
で
、
文
政

初
年
（
一
八
〇
四
頃
）
か
ら
天
保
九
年
（
一
八
三
八
）
ま
で
高
崎
で
開
庵
。
庵
を
西
馬
に
譲
っ
て
江
戸
に
移
る
。
一
茶
を
柏
原
に
訪
ね
、

『
お
ら
が
春
』
に
序
文
を
寄
せ
る
。
文
政
七
年
（
一
八
二
四
）、
碩
布
か
ら
春
秋
庵
を
継
承
し
た
が
、
天
保
の
末
（
一
八
四
三
頃
）
返
上

し
た
。
鳳
朗
七
回
忌
集
や
碩
布
追
善
集
、東
水
追
善
集
の
編
者
で
あ
り
、北
関
東
の
俳
壇
の
中
心
的
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

　

 

仕し
き
た
り

来
足
を
か
ら
ぬ
小
袖
や
水
い
は
ひ　
　
　
　
　

葛
古 

小
林
葛く
ず
ふ
る古（
一
七
九
三
〜
一
八
八
〇
）は
信
州
八
満（
小
諸
市
）の
人
。
始
め
虎
杖
に
、の
ち
葛
三
に
師
事
。
天
保
十
一
年（
一
八
四
〇
）
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五
月
二
十
三
日
、
鳳
朗
は
葛
古
を
訪
ね
た
折
の
こ
と
を
自
著
『
続
と
な
み
や
ま
』（
天
保
十
一
年
〈
一
八
四
〇
〉
刊
）
に
、「
廿
三
日
ハ

葛
古
を
訪
ふ
。
兼
て
し
も
契
り
お
き
し
事
の
あ
れ
ば
又
な
く
歓
び
、
何
く
れ
と
い
と
ね
も
ご
ろ
に
す
。
将
、
家
号
を
水
篶
屋
と
呼
ぶ
。」

と
記
し
て
い
る
。 

　

 

こ
と
ゝ
は
れ
が
ほ
に
居
並
ぶ
小
鴨
か
な　
　
　
　

等
栽 

 

鳥
越
等
栽
（
一
八
〇
五
〜
一
八
九
〇
）
は
大
阪
の
人
、
の
ち
江
戸
に
移
る
。
梅
室
門
。
幕
末
か
ら
明
治
に
か
け
て
の
江
戸
三
大
家
と
称

さ
れ
、
晩
年
花
の
本
講
社
を
興
す
。 

　

 

水
よ
り
も
高
み
に
す
む
や
な
く
水
鶏　
　
　
　
　

寄
三 

 

河
田
寄
三
（
一
八
〇
七
〜
一
八
七
二
）
は
、
武
蔵
国
中
瀬
（
埼
玉
県
深
谷
市
か
ら
大
里
郡
寄
居
町
の
辺
り
）
の
人
。
農
業
の
か
た
わ
ら

逸
淵
に
学
び
、
江
戸
に
も
庵
を
構
え
た
。 

　

 

ひ
ら
け
行
世
に
も
な
ら
は
ず
ほ
と
ゝ
ぎ
す　
　
　

茄
言 

 

中
澤
茄
言
（
一
八
〇
八
〜
一
八
七
八
）
は
伊
勢
崎
の
人
。
西
馬
門
。
家
は
参
勤
交
代
の
本
陣
で
手
習
宗
匠
と
し
て
地
域
の
教
育
に
尽
力

し
た
。 

　

 

水
鳥
や
言
ば
か
す
む
で
す
み
だ
川　
　
　
　
　
　

一
朗 

 

永
井
一
朗
（
一
八
二
一
〜
一
八
七
〇
）
は
、
伊
香
保
温
泉
湯
亭
主
人
。
逸
淵
門
。
一
彡
の
孫
に
あ
た
る
矢
口
正
治
氏
の
談
（
群
馬
県
庶

民
教
育（
寺
子
屋
）報
告
書
）
に
「
伊
香
保
ノ
一
朗
、
草
津
ノ
竹
烟
と
親
交
あ
り
」
と
あ
る
。
一
彡
よ
り
三
十
四
歳
年
下
で
あ
る
が
、
年
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齢
を
超
え
た
風
交
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。 

　
 

見
る
も
の
も
幅
は
出
来
け
り
ほ
と
ゝ
ぎ
す　
　
　

み
き
雄 

 

三
森
幹
雄
（
一
八
二
九
〜
一
九
一
〇
）
は
陸
奥
国
中
谷
（
福
島
県
石
川
町
）
の
人
。
春
秋
庵
十
一
世
。
明
治
期
、俳
諧
教
導
職
と
な
り
、

旧
派
の
俳
諧
の
指
導
者
で
あ
っ
た
。 

　

 

風
さ
わ
ぐ
花
に
は
な
れ
て
春
の
水　
　
　
　
　
　

為
流 

 

志
倉
為
流
（
一
八
三
八
〜
一
八
八
六
）
は
高
崎
の
人
。
別
号
、
移
流
・
有
流
。
逸
淵
の
親
族
で
西
馬
の
養
子
と
な
る
。
逸
淵
門
。
西
馬

か
ら
惺
庵
を
継
承
し
て
二
世
と
な
っ
た
が
名
の
み
で
諸
国
を
遊
歴
し
た
。
移
流
を
為
流
と
改
め
た
の
が
西
馬
没
後
（『
上
毛
古
俳
家
全

集
』）
と
す
れ
ば
、
安
政
五
年
（
一
八
五
八
）
以
降
の
染
筆
。 

 　

こ
と
の
葉
の
匂
ひ
に
は
ぢ
て
梅
（
の
花
）〈
二
字
カ
ス
レ
て
判
読
不
能
〉
お
の
れ
も
け
ふ
は
顔
の
く
れ
な
い　
　

橋
守 

 

和
歌
。
詞
書
に
は
一
彡
が
橋
守
を
そ
の
居
に
尋
ね
た
折
に
、
一
彡
の
句
に
接
し
て
詠
ん
だ
と
あ
る
。
関せ
き
の
は
し
も
り

橋
守
（
一
八
〇
三
〜

一
八
八
三
）は
榛
名
町
室
田
の
人
。
千
種
有
功
門
。
国
学
を
学
び
皇
朝
学
士
と
も
号
し
た
。
八
幡
八
幡
宮
に
は
、橋
守
の
歌
碑
も
あ
る
。 

 　

以
上
の
よ
う
に
、
一
彡
と
交
遊
の
あ
っ
た
の
は
、
主
と
し
て
、
白
雄
―
碩
布
―
逸
淵
―
西
馬
と
つ
な
が
る
春
秋
庵
に
関
わ
り
の
あ
る

人
々
で
あ
っ
た
。「
涼
風
」と
い
う
号
が
み
ら
れ
る
の
は
、文
化
九
年（
一
八
一
二
）七
月
十
二
日
朝
五
ツ
時
か
ら
暮
七
ツ
時
ま
で
に
行
っ

た
白
雄
の
伝
書
『
俳
諧
寂
栞
』
の
書
写
が
最
後
で
あ
る
が
、
こ
れ
も
白
雄
系
の
人
々
と
の
交
流
を
表
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
年
の
五

月
、
白
雄
が
秘
伝
と
し
て
き
た
『
俳
諧
寂
栞
』
が
門
人
拙
堂
に
よ
っ
て
刊
行
さ
れ
、
話
題
と
な
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ち
な
み
に
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こ
の
夏
、
虎
杖
は
白
雄
相
伝
の
『
俳
諧
寂
栞
』
を
息
八
朗

に
筆
写
さ
せ
、
門
人
葛
古
に
与
え
て
い
る
。 

 【
募
句
広
告
】 

 　

写
真
は
、「
蔦
堂
居
士
追
善
額
面
句
合
」
の
投
句
募
集

の
チ
ラ
シ
で
あ
る
。
大
補
助
と
し
て
一
彡
も
名
を
連
ね
て

い
る
。
入
花
料
（
投
句
料
）
が
三
句
で
四
十
八
孔
（
文
）

で
、中
央
に
「
右
者
合
点
三
才
江 

金
蒔
絵
之
大
平 

壱
ツ
宛
、

外
附
評
三
才
江
美
景
呈
上
。
来
ル
巳
ノ
二
月
朔
日
〆
切
、

十
二
日
開
巻
早
速
板
行
返
草
、
四
方
之
君
子
御
出
吟
奉
希

候
」
と
あ
る
よ
う
に
、
高
点
を
と
っ
た
際
に
は
豪
華
な
景

品
が
用
意
さ
れ
て
い
た
。 

 　

蔦
堂
は
、
勢
多
郡
三
原
田
（
群
馬
県
渋
川
市
）
の
人
。

逸
淵
門
で
弘
化
元
年
（
一
八
四
四
）
に
没
し
て
い
る
の
で
、

こ
の
「
巳
ノ
二
月
」
が
弘
化
二
年
の
こ
と
と
わ
か
る
。
可
布

庵
宗
匠
は
逸
淵
。
卓
朗
宗
匠
は
、
小
森
卓
朗
（
郎
）（
一
七
九
八
〜
一
八
六
六
）。
伊
豆
国
三
島
の
人
で
江
戸
に
住
ん
だ
。
道
彦
の
弟
子
大
梅

の
門
人
で
あ
る
か
ら
、
や
は
り
白
雄
の
系
統
で
あ
る
。
富と
ど
こ
ろ処
（
の
ち
志
倉
）
西
馬
（
一
八
〇
八
〜
一
八
五
八
）
は
高
崎
の
人
で
逸
淵
門
。
江

戸
に
出
て
惺
庵
を
開
い
た
。
こ
の
よ
う
に
、
三
人
と
も
に
、
上
州
に
ゆ
か
り
は
あ
る
が
江
戸
住
の
宗
匠
で
あ
る
。 

 　

附
評
の
青
木
分
尾
（
一
八
〇
〇
〜
一
八
五
七　

勢
多
郡
川
原
村
の
人
）、
関
根
逸
芙
（
一
八
〇
八
〜
一
八
七
一　

高
崎
の
人
）、
高
井
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心
足
（
一
七
九
三
〜
一
八
六
五　

高
崎
の
人
）、
横
山
木
芝
（
一
八
一
八
〜
一
八
七
三　

高
崎
の
人
）
の
四
人
は
い
ず
れ
も
逸
淵
に
俳

諧
を
学
ん
だ
。
木
芝
は
も
と
秩
父
の
人
だ
が
、
高
崎
に
来
て
薬
種
商
白
木
屋
を
営
ん
だ
。「
届
所
」
と
し
て
「
高
サ
キ　

白
木
屋
」
と

あ
る
こ
と
か
ら
、
薬
種
商
で
あ
る
木
芝
の
店
が
取
り
次
ぎ
を
行
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。 

 　

一
彡
の
逸
淵
門
の
点
取
俳
諧
へ
の
参
加
を
示
す
と
と
も
に
、
そ
の
具
体
像
を
伝
え
る
好
資
料
で
あ
る
。 

 

三　

和
算
家 

 　

一
彡
が
神
職
を
務
め
た
八
幡
八
幡
宮
に
は
、
近
世
の
算
額
が
三
枚
奉
納
さ
れ
て
い
る
。
文
化
七
年
（
一
八
一
〇
）
板
鼻
（
安
中
市
）

の
小
野
栄
重
に
よ
る
も
の
。
天
保
五
年
（
一
八
三
四
）
剣
崎
村
（
高
崎
市
）
に
生
ま
れ
、
新
井
村
（
安
中
市
）
に
住
ん
だ
岩
井
重
遠
に

よ
る
も
の
。
安
政
七
年
（
一
八
六
〇
）
下
里
見
村
（
高
崎
市
）
の
中
曽
根
宗

の
門
人
た
ち
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。 

 　

関
孝
和
を
生
ん
だ
上
州
は
、
和
算
の
盛
ん
な
土
地
柄
で
あ
っ
た
。
矢
口
丹
波
記
念
文
庫
に
も
五
五
点
の
和
算
書
が
あ
る
。
こ
れ
ら
は

ほ
と
ん
ど
が
一
彡
の
父
正
喜
の
書
写
し
た
も
の
で
、
矢
口
家
系
図
稿
の
八
代
正
喜
の
と
こ
ろ
に
は
「
算
術
ヲ
好
。
板
鼻
小
野
良
佐
（
栄

重
）
友
人
タ
リ
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。 

 　

一
方
一
彡
は
、父
ほ
ど
に
は
和
算
に
傾
倒
し
な
か
っ
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
和
算
書
を
書
写
す
る
こ
と
は
あ
っ
た
ら
し
く
、

中
曽
根
宗

蔵
書
約
三
百
冊
の
和
算
書
の
中
に
弘
化
二
年
（
一
八
四
五
）
か
ら
同
四
年
の
間
に
一
彡
の
写
し
た
稿
本
が
三
十
冊
ほ
ど
あ

り
、
宗

の
孫
慎
平
翁
の
談
と
し
て（

5
）、 

 　

こ
れ
ら
の
写
本
は
八
幡
八
幡
宮
の
神
主
で
あ
っ
た
「
丹
波
さ
ま
」
に
頼
ん
で
書
い
て
貰
っ
た
の
だ
と
い
う
。「
丹
波
さ
ま
」
は

字
を
書
く
の
が
早
く
て
、
一
冊
の
和
算
書
を
一
晩
で
写
し
た
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。 

 

と
い
う
。 

 　

一
彡
と
岩
井
重
遠
（
一
八
〇
四
〜
一
八
七
八
）
と
の
交
遊
を
示
す
資
料
が
あ
る
。
岩
井
が
、
江
戸
の
和
算
家
馬
場
正
統
（
一
八
〇
一
〜
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一
八
六
〇
）
に
宛
て
、
一
彡
の
入
門
を
依
頼
し
た
紹
介
状
で
あ
る
。
し
か
し
和
算
の
、
で
は
な
い
。
俳
諧
の
入
門
依
頼
で
あ
る
。
馬
場

正
統
は
幕
臣
で
あ
っ
た
が
、
俳
号
を
錦
江
と
称
し
、
葛
飾
派
の
宗
匠
と
し
て
其
日
庵
九
世
を
継
い
だ
。
俳
諧
関
係
の
著
作
も
多
く
、
特

に
『
俳
諧
七
部
集
通
旨
』『
奥
細
道
通
解
』『
風
俗
文
選
通
釈
』
な
ど
、
蕉
門
の
代
表
的
な
作
品
の
通
釈
で
知
ら
れ
て
い
る
。
封
書
の
宛

先
に
「
江
戸
四
ッ
谷
南
寺
町
馬
場
金
之
丞
様
御
屋
敷
内　

馬
場
小
太
郎
様
」
と
あ
る
の
で
、
錦
江
の
父
正
督
が
没
し
た
天
保
十
四
年

（
一
八
四
三
）
以
前
に
書
か
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
天
保
十
四
年
は
、
一
彡
が
鳳
朗
と
二
条
家
俳
諧
に
連
な
っ
た
年
で
あ
る
。 

 　

こ
の
紹
介
状
が
矢
口
家
に
残
さ
れ
て
い
る
の
は
、
書
い
て
は
も
ら
っ
た
も
の
の
実
際
に
は
使
わ
れ
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
鳳
朗

と
の
関
係
が
密
に
な
っ
て
ゆ
く
中
で
、
不
要
に
な
っ
た
も
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
一
彡
が
、
江
戸
の
俳
諧
宗
匠
に
興
味
を
持
ち
、

入
門
を
考
え
た
こ
と
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
興
味
深
い
。
実
直
な
一
彡
の
こ
と
、
多
く
の
注
釈
を
行
っ
た
錦
江
の
も
つ
学
識
に
心
惹

か
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
入
門
依
頼
は
、
江
戸
と
の
距
離
（
実
際
の
里
程
だ
け
で
は
な
く
文
化
的
な
意
味
で
も
）
の
近
さ
を
思

わ
せ
る
。
江
戸
に
対
抗
す
る
意
味
で
の
上
州
と
い
う
地
域
、
と
い
う
意
識
が
果
た
し
て
あ
っ
た
か
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
課
題
と
し
て

考
え
て
ゆ
き
た
い
。 

 　

次
に
翻
字
を
示
す
。
幕
臣
の
馬
場
錦
江
に
対
し
、
非
常
に
遠
慮
が
ち
に
紹
介
し
て
い
る
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。
書
簡
の
写
真
は
末
尾

に
示
し
た
。（
読
み
下
し
は
、
読
み
や
す
い
よ
う
現
代
仮
名
遣
い
と
し
た
。） 

 

穐
冷
之
節
ニ
御
坐
候
得
共 

　
　
　
　

 

秋
冷
の
節
に
ご
ざ
候
え
ど
も 

 

其
御
地
御
全
家
御
揃　

 

そ
の
御
地
御
全
家
お
そ
ろ
い 

 

益
々
御
機
嫌
能
被
遊
御
坐 

ま
す
ま
す
ご
機
嫌
よ
く
ご
ざ
あ
そ
ば
さ
れ 

 

欣
候
。
一
之
御
ニ
奉
恐
寿
候
。 

欣
び
候
。
一
の
御
事
に
恐
寿
奉
り
候
。 

 

陳
者
小
子
近
友
碓
氷
郡
八
幡
村
之
仁 

の
ぶ
れ
ば
小
子
近
友
、
碓
氷
郡
八
幡
の
仁 
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矢
口
丹
波
俳
諧
執
心
ニ
而　

 

矢
口
丹
波
、
俳
諧
執
心
に
て 

 
御
前
様
之
御
門
人
ニ
成
度
旨 

御
前
様
の
御
門
人
に
な
り
た
き
む
ね 

 

頼
度
申
聞
候
へ
共
、
等
閑
致
置
候
。 

頼
み
た
く
申
し
聞
こ
え
候
え
ど
も
、
な
お
ざ
り
に
致
し
置
き
候
。 

 

然
処
又
候
、
是
非
相
願
度
、
数 

し
か
る
と
こ
ろ
ま
た
ぞ
ろ
、
是
非
あ
い
願
い
た
く
、
か
ず 

 

申
出
候
間
無
據
申
上
候
。
何
卒 

申
し
出
候
あ
い
だ
、
よ
ん
ど
こ
ろ
な
く
申
し
上
げ
候
。
な
に
と
ぞ 

 

可
相
成
候
ハ
ヽ
御
許
容
被
成 

あ
い
な
る
べ
く
候
わ
ば
、
御
許
容
な
し 

 

下
、
願
之
通
御
聞
済
被
下 

下
さ
れ
、
願
い
の
と
お
り
御
聞
き
済
み
下
し 

 

置
候
ハ
ヽ
難
有
仕
合
奉
存
候
。 

置
か
れ
候
わ
ば
、
有
難
き
し
あ
わ
せ
に
存
じ
奉
り
候
。 

 

且
又
百
韻
御
点
被
成
下 

且
ま
た
、
百
韻
御
点
な
し
下
さ
れ 

 

度
奉
願
上
候
。
右
為
御
挨
拶 
た
く
願
い
上
げ
奉
り
候
。
右
、
御
あ
い
さ
つ
の
為 

 

御
肴
代
金
百
匹
差
上
候
間
、
御
受 
御
肴
代
金
百
匹
差
し
上
げ
候
間
、
御
受 

納
被
下
置
度
奉
願
候
。
御
添
削 

納
下
し
置
か
れ
た
く
願
い
奉
り
候
。
御
添
削

 

被
下
置
候
ハ
ヽ
此
仁
ニ
御
投
之 

下
し
置
か
れ
候
わ
ば
此
の
仁
に
之
を
お
投
げ 

 

被
下
候
様
、
奉
願
候
。
右
申
上
候
処 

下
さ
れ
候
よ
う
、
願
い
奉
り
候
。
右
申
し
上
げ
候
と
こ
ろ 

 

宜
敷
御
聞
済
被
下
度
、
奉
願
候
。 

よ
ろ
し
く
御
聞
き
済
み
下
さ
れ
た
く
、
願
い
奉
り
候
。 

 

其
外
期
珍
喜
之
節
候
。 

そ
の
外
珍
喜
の
節
を
期
し
候
。 

 　
　
　
　
　
　

恐
惶
謹
言　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

恐
惶
謹
言 

 　

八
月
十
九
日
認　

岩
井
右
内
重
遠 
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馬
小
太
郎
様 

 　
　

御
家
中
様 

 

二
白
申
上
候
。
御
一
統
中
様
江
も 

二
白
申
し
上
げ
候
。
ご
一
統
中
様
へ
も 

 

可
然
御
伝
達
奉
願
上
候
。
呉
々 

し
か
る
べ
く
御
伝
達
願
い
上
げ
奉
り
候
。
く
れ
ぐ
れ 

 

も
丹
波
義
御
門
人
ニ
被
成
下
度 

も
丹
波
義
、
御
門
人
に
な
し
下
さ
れ
た
く 

 

奉
願
上
候
。
夫
共
御
許
容
相 

願
い
上
げ
奉
り
候
。
そ
れ
と
も
御
許
容
あ
い 

 

成
兼
候
ハ
ヽ
強
而
御
願
申
上
候 

成
り
か
ね
候
わ
ば
、
強
い
て
御
願
い
申
し
上
げ
候 

 

義
ニ
者
、
無
御
坐
候
。 

義
に
は
、
ご
ざ
無
く
候
。 

 

一
、百
韻
の
義
者
御
添
削
被
下 
一
、百
韻
の
義
は
、
御
添
削
下
し 

 

置
、
是
非
此
仁
ニ
御
渡
被
下
候
様 
置
か
れ
、
是
非
此
の
仁
に
御
渡
し
下
さ
れ
候
よ
う 

 

奉
願
上
候
。
以
上 

願
い
上
げ
奉
り
候
。
以
上 

 

ま
と
め 

 　

矢
口
家
に
は
他
に
も
、
梅
室
・
卓
郎
ら
の
句
稿
や
連
句
の
巻
な
ど
、
一
彡
の
交
遊
を
示
す
資
料
が
あ
る
。
し
か
し
本
稿
に
紹
介
し
た

も
の
で
も
、
俳
諧
に
関
わ
る
交
遊
の
あ
ら
ま
し
を
十
分
に
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。 

 　

今
と
な
っ
て
は
無
名
の
人
た
ち
な
が
ら
、
彼
ら
は
熱
心
に
句
作
し
、
逆
境
の
時
に
は
そ
れ
に
慰
め
ら
れ
、
あ
る
い
は
ゲ
ー
ム
と
し
て

楽
し
ん
で
温
か
く
交
流
し
た
。
家
産
を
傾
け
る
ほ
ど
に
熱
中
す
る
者
に
限
ら
ず
、
俳
諧
に
対
す
る
人
々
の
熱
意
に
は
驚
き
を
禁
じ
得
な

い
。
何
故
そ
れ
ほ
ど
ま
で
に
俳
諧
は
我
々
の
祖
先
に
愛
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
と
、
あ
ま
り
に
も
基
本
的
な
疑
問
さ
え
ふ
つ
ふ
つ
と
わ
い
て
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く
る
ほ
ど
で
あ
る
。 

 　

一
彡
の
残
し
た
句
の
書
留
も
膨
大
な
数
に
の
ぼ
る
。
次
に
は
具
体
的
な
作
品
を
読
み
解
く
こ
と
で
、
こ
の
疑
問
へ
の
答
え
を
追
っ
て

ゆ
く
こ
と
に
し
た
い
。 

 

注 

 （
1
） 

明
治
五
年
正
月
書
『
四
時
随
筆
控
』﹇
９
２
﹈
に
一
彡
が
書
き
留
め
た
自
身
の
文
久
二
年
の
稿
。 

 （
2
） 

書
名
の
あ
と
の
数
字
は
、
矢
口
丹
波
記
念
文
庫
の
蔵
書
番
号
。
以
下
同
じ
。 

 （
3
） 

前
稿
に
お
い
て
、
可
興
が
高
遠
よ
り
来
た
人
で
坐
来
よ
り
庵
号
を
も
ら
っ
た
と
し
た
こ
と
は
誤
り
で
訂
正
し
た
い
。 

 （
4
） 

『
春
秋
稿
五
編
』
に
は
名
前
が
見
え
な
い
の
で
、
白
雄
の
影
響
は
限
定
的
だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

 （
5
） 

大
竹
茂
雄
「
矢
口
家
の
和
算
書
に
つ
い
て
」（『
群
馬
和
算
研
究
会
会
報
』
十
五　

昭
和
四
五
年
十
一
月
）
の
記
述
。
紅
林
健
志
「
高
崎
矢
口
家

に
お
け
る
筆
写
活
動
―
写
本
の
奥
書
を
中
心
に
―
」（『
調
査
研
究
報
告
』
三
四　

平
成
二
六
年
三
月
）
の
引
用
に
よ
る
。 

 　

俳
人
の
伝
記
は
、『
俳
文
学
大
辞
典
』（
平
成
七
年
十
月　

角
川
書
店
）・『
上
毛
古
俳
家
全
集
』（
既
出
）・『
上
州
の
俳
諧
』（
既
出
）・

『
上
毛
の
俳
諧
』（
田
村
夙
夢
著
・
平
成
元
年
十
月　

上
毎
印
刷
工
業
株
式
会
社
）・『
上
毛
文
雅
人
名
録
』（
既
出
）・『
新
撰
俳
諧
年
表
』

（
平
林
鳳
二
・
大
西
一
外
編
・
大
正
十
二
年　

書
画
珍
本
雑
誌
社
）
を
も
と
に
ま
と
め
、
白
雄
に
つ
い
て
は
矢
羽
勝
幸
著
『
俳
人
加
舎

白
雄
傳
』（
平
成
十
三
年
三
月　

郷
土
出
版
社
）
を
参
考
に
し
た
。 

 　

短
冊
・
書
簡
の
読
み
を
ご
教
示
い
た
だ
い
た
諸
氏
に
深
謝
申
し
上
げ
る
。 

 【
附
記
】  　 

本
稿
は
平
成
二
十
八
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
に
よ
る
研
究
課
題
「
近
世
後
期
俳
諧
と
地
域
文
化
」（
課
題
番
号
：

16K
02435

）
の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。 
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 A Study on Human Relations regarding Yaguchi Issan, a 
Teacher of Haikai in Gumma: The Members of the 
Syunzy -an Group and Japanese Mathematicians 

KANATA Fusako

 Abstract　Yaguchi  Issan （1787 ― 1873） ser ved as  the Shint  ō   pr iest  of 

Yawatahachiman-g ū  shrine （八幡八幡宮） in Takasaki-city, Gumma Prefecture, and 

was devoted to enlightening activities in his area as a teacher of haikai （俳諧） and 

terakoya （寺子屋）.  Particularly engaged in haikai, at the beginning of his career, he 

interacted with Heika-an （平花庵） group in his hometown Takasaki.  Later he be-

came an ardent pupil of H ō r ō （鳳朗）， who was one of the three great haiku poets in 

the Temp ō  period.  He himself also taught neighbors haiku in his later years. 

 　 Most of the records of his cultural activities are preserved in his descendant’s 

house, ‘The Memorial Library of Yaguchi Tamba （矢口丹波記念文庫）’.  I once com-

piled these biographical materials and wrote a paper titled “A Biographical Sketch of 

Yaguchi Issan: Based on the Book Collection of the Yaguchi Family in Yawata, Gum-

ma Prefecture” （THE BULLETIN OF THE NATIONAL INSTITUTE OF JAPANESE 

LITERATURE vol. 39 2013・3）.  In order to know what types of people he interacted 

with in his cultural activities, I referred to materials of the library such as tanzakus 

（ 短 冊：a strip of paper for writing waka or haiku）, letters, and advertisements for 

haiku contests.  Throughout the process of analyzing the persons depicted in the ma-

terials, the details of Issan’s haikai activity are revealed. 

 　 The Yaguchi family’s collection consists of about a hundred tanzakus.  After ana-

lyzing each writer, this paper describes twenty of them particularly the ones whose 

biographical records are identifiable.  In light of this, it can be assumed that Issan in-

teracted mainly with the Haikai group of Syunzy ū -an which had connections with 

Shirao （白雄）―Sekihu （碩布）―Itsuen （逸淵）―Saiba （西馬）.  The advertisement 

for a haiku contest shows that he also used to write tentori-haikai in his later years 

（tentori-haikai is a type of haikai competition that nominates three most excellent 

contestants）. 
 　 Furthermore, there is a letter that suggests Issan’s relationship with Japanese 

mathematicians.  It was written as a letter of introduction sent from the Gumma Pre-

fecture mathematician Iwai Shiget ō （岩井重遠） to Baba Seit ō （馬場正統）, a mathe-
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matician in Edo.  Baba, under his pseudonym ‘Kink ō （錦江）’, was famous as a teach-

er of haikai. 

 　 This paper examines the activities of the local teachers of haikai as a clue to clarify 

the cultural activities of the northern Kanto villages in the late Edo Period.  Moreover, 

referring to the preserved materials, it further focuses on the interactions within the 

haikai community. 

 Keywords: Haikai, Takasaki （Jy ō sy ū ）, Japanese Mathematicians. 


